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平成26年度一般会計

　　　　　　   85億

当初予算

5800万円を可決

 

町
債
（
町
の
借
金
）

　

統
合
中
学
校
建
設
事
業

債
、
臨
時
財
政
対
策
債
な

ど
が
減
額
と
な
り
、
６
・

１
㌫
（
５
８
５
０
万
円
）

減
の
９
億
円
で
す
。

　

平
成
26
年
度
末
の
町
債

残
高
見
込
額
は
、
一
般
会

計
で
１
０
５
億
１
４
５
万

円
、
す
べ
て
の
会
計
を
合

平成26年度一般会計

　　　　　　   85億

当初予算

5800万円を可決
　

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
を
、
３
月
５
日
か
ら
18

日
ま
で
の
14
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
承
認
案

件
１
件
の
ほ
か
、
26
年
度
当
初
予
算
、
条
例
の
制
定

や
改
廃
、
25
年
度
補
正
予
算
な
ど
議
案
39
件
を
審
議

し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
政
一
般
質
問
で
は
、
３
人
が
登
壇
し
、

町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

※
予
算
額
は
、
千
円
以
下
の
単
位
を
切
り
捨
て
て
表

示
し
て
い
ま
す
。

 

歳  

入

　

町
税
は
、
18
億
３
６
９

９
万
円
で
、
１
・
４
㌫

（
２
５
１
３
万
円
）
の
増

と
な
り
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
０
・

２
㌫
（
７
２
４
万
円
）
減

の
30
億
３
０
４
２
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
９
・

７
㌫
（
３
６
３
５
万
円
）

増
の
４
億
９
７
０
万
円
、

県
支
出
金
は
、
30
・
５
㌫

（
２
億
９
９
６
万
円
）
減

の
４
億
７
８
１
９
万
円
で

す
。

　

繰
入
金
は
、
財
政
調
整

基
金
、
地
域
の
元
気
臨
時

交
付
金
基
金
な
ど
か
ら
の

繰
り
入
れ
が
、
５
億
７
４

４
６
万
円
と
な
り
ま
す
。

▲第３子以降の保育料を無料化し、子育てを支援します

　保育園児３７人、幼稚園児３４人の家庭が対象となります

地方交付税
30 億3042 万円

35.4%

町税
18 億3699 万円

21.5%

国庫・県支出金
8 億8790 万円

10.4%

諸収入ほか
8億5861万円

10.0%

繰入金
5 億7446 万円

6.7%

繰越金
2 億1000 万円

2.5%

分担金及び負担金
1 億3114 万円

1.5%

使用料及び手数料
1 億2845 万円

1.5%

町債
９億円
10.5%

歳  入
85億

5800万円



平成26年度一般会計

　　　　　　   85億

平成26年度一般会計

　　　　　　   85億

わ
せ
て
、
１
４
９
億
３
２

５
万
円
と
な
り
、
町
民
１

人
あ
た
り
に
換
算
す
る
と

約
96
万
円
で
す
。

 

歳  

出

　

総
務
費
で
は
、
都
市
住

民
を
受
け
入
れ
、
町
民
の

生
活
支
援
な
ど
の
地
域
活

性
化
に
貢
献
し
て
も
ら
う

事
業
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
事
業
に
３
１
９
万
円
、

萩
生
地
区
活
性
化
事
業

（
ビ
ジ
タ
ー
ト
イ
レ
建
設
）

に
３
９
５
３
万
円
、
渓
谷

自
然
公
園
事
業
（
吾
妻
峡

猿
橋
新
設
設
計
）
に
３
億

４
１
５
１
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

民
生
費
で
は
、
坂
上
地

区
に
学
童
保
育
所
を
開
設

す
る
た
め
の
準
備
（
５
９

１
万
円
計
上
）
を
進
め
る

ほ
か
、
消
費
増
税
対
策
と

し
て
、
臨
時
福
祉
給
付
金

（
４
１
８
５
万
円
計
上
）
、

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
（
１
２
２
２
万
円
計

上
）
を
支
給
し
ま
す
。
ま

た
、
保
育
所
の
第
３
子
以

降
の
保
育
料
無
料
化
を
実

施
し
ま
す
。

　

衛
生
費
で
は
、
肺
が
ん

検
診
（
６
６
５
万
円
計
上
）

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

あ
が
つ
ま
共
同
霊
園
の
区

画
増
設
工
事
（
３
０
４
５

万
円
計
上
）
を
行
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、

農
機
具
な
ど
の
導
入
補
助

（
４
０
０
万
円
計
上
）
の

対
象
者
を
拡
充
す
る
ほ
か
、

萩
生
川
西
地
区
基
盤
整
備

事
業
に
３
５
９
１
万
円
、

群
馬
県
植
樹
祭
事
業
（
当

町
が
会
場
）
に
２
０
４
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

商
工
費
で
は
、
住
環
境

の
向
上
と
商
工
業
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
住
宅
新

築
改
修
等
の
補
助
（
１
３

０
０
万
円
計
上
）
を
拡
充

す
る
ほ
か
、
空
き
店
舗
の

解
消
に
向
け
て
、
対
策
補

助
金
（
４
０
０
万
円
計
上
）

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

土
木
費
で
は
、
道
路
維

持
費
に
１
億
６
５
７
万
円
、

道
路
改
良
費
に
２
億
１
７

８
０
万
円
を
計
上
し
、
町

道
の
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

消
防
費
で
は
、
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
２
台
の
購
入

（
３
５
０
０
万
円
計
上
）
、

地
域
防
災
計
画
の
改
定

（
９
５
０
万
円
計
上
）
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、
中
学
校

の
統
合
準
備
経
費
に
１
８

７
１
万
円
、
統
合
中
学
校

施
設
整
備
事
業
（
部
室
新

築
、
通
学
バ
ス
回
転
場
整

備
な
ど
）
に
２
億
１
３
１

５
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
幼
稚
園
の
第

３
子
以
降
の
保
育
料
無
料

化
を
実
施
し
ま
す
。

予算編成方針
　町長は、予算の提案理由の中で、基本

的な考え方を述べました。

　国の26年度予算

は、社会保障をは

じめとする義務的

経費などを含め、

聖域なく予算を抜

本的に見直した上

で、経済成長に資

する施策に重点的

に予算を配分するとされています。

　町においては、重点投資と財政規律の

バランスを図りながら、町民と行政の協

働により、「人と自然の息吹が未来を奏

でる笑顔あふれるまち」を着実に推進す

ることを踏まえて予算を編成しました。

総務費
21億3124万円

24.9%

民生費
17億1972万円

20.1%

教育費
11億6326万円

13.6%

公債費
11億1963万円

13.1%

土木費
6億4326万円

7.5%

農林水産費
5 億7526万円

6.7%

衛生費
5 億1256万円

6.0%

消防費
3 億9924 万円

4.7%

商工費
1億6517万円

1.9%

議会費
9571 万円

1.1%

諸支出金ほか
3290 万円

0.4%

歳  出
85億

5800万円



一
般
会
計
予
算
を
問
う

 

財
政
の
健
全
化

議
員　

町
債
（
借
金
）
残

高
を
減
ら
す
に
は
、
償
還

（
借
金
返
済
）
を
し
て
、

起
債
額
（
借
金
）
を
抑
え

な
い
と
い
け
な
い
。
財
政

の
健
全
化
を
ど
う
考
え
る

の
か
。

町
長　

町
民
ニ
ー
ズ
に
は
、

事
業
の
優
先
順
位
を
付
け
、

財
政
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
な
が
ら
執
行
し
て
い

き
た
い
。

議
員　

財
政
の
健
全
化
に

は
、
無
駄
な
歳
出
を
削
減

す
る
こ
と
も
あ
る
。
覚
悟

を
決
め
て
取
り
組
む
考
え

は
。

町
長　

行
政
改
革
を
日
々

の
課
題
と
し
て
捉
え
、
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

組
織
改
編
と
人
件
費

議
員　

今
後
、
行
政
組
織

の
改
編
を
考
え
て
い
る
よ

う
だ
が
、
そ
の
経
費
（
人

件
費
）
は
予
算
に
入
っ
て

い
る
の
か
。

総
務
課
長　

現
段
階
で
は
、

予
算
に
反
映
し
て
い
な
い
。

 

地
域
防
災
計
画
の
改
定

議
員　

地
域
防
災
計
画
改

定
業
務
の
中
身
は
。

総
務
課
長　

土
砂
災
害
警

戒
区
域
指
定
、
大
雪
災
害

対
策
を
含
め
て
、
現
行
の

計
画
を
見
直
し
た
い
。

議
員　

計
画
を
見
直
す
こ

と
、
実
践
す
る
こ
と
へ
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
。

町
長　

町
民
の
生
命
、
財

産
を
守
る
た
め
、
し
っ
か

り
指
示
し
て
い
き
た
い
。

特
別
支
援
員
、

マ
イ
タ
ウ
ン
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

                     

の
配
置

議
員　

小
学
校
の
特
別
支

援
員
、
マ
イ
タ
ウ
ン
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
の
予
算
が
削
減
さ

れ
て
い
る
が
。

教
育
長　

学
校
現
場
の
実

態
を
把
握
し
て
見
直
し
を

行
い
、
状
況
に
応
じ
て
必

要
な
人
員
を
配
置
し
、
教

育
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

【
予
算
案
へ
の
反
対
討
論
】

　
　
　
　

 

金
沢
敏
議
員

　

予
算
は
、
身
の
丈
に
合

わ
な
い
大
型
の
編
成
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
苦
し
い
結

果
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
す
る
。

　

住
宅
新
築
改
修
等
補
助

金
や
鳥
獣
被
害
対
策
の
充

実
、
空
き
店
舗
解
消
施
策
、

肺
が
ん
検
診
事
業
の
開
始

な
ど
、
評
価
で
き
る
点
も

あ
る
が
、
若
い
世
代
が
定

着
し
、
産
み
育
て
る
環
境

づ
く
り
は
代
わ
り
映
え
な

く
、
教
育
予
算
の
特
別
支

援
員
や
マ
イ
タ
ウ
ン
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
の
削
減
、
統
合
中

学
校
予
算
の
肥
大
化
な
ど

が
目
に
付
く
。

　

町
民
生
活
を
守
り
な
が

ら
、
財
政
の
健
全
化
を
進

め
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
な

い
。
よ
っ
て
、
本
案
に
賛

成
で
き
な
い
。

一
般
会
計
予
算
を
問
う

２６年度 ２５年度 対前年比

85億5800万円 83億3600万円 2.7%

事業勘定 21億9688万円 21億1753万円 3.7%

施設勘定 9260万円 9286万円 △0.3%

1億9403万円 1億9202万円 1.0%

14億7903万円 14億5069万円 2.0%

8137万円 1億2919万円 △37.0%

5億2891万円 5億9135万円 △10.6%

6979万円 6128万円 13.9%

２６年度 ２５年度

収益的 2億2070万円 1億9988万円

資本的 660万円 1800万円

２６年度

支　　出

2億2070万円

1億2884万円 1億2855万円

２５年度

1億9988万円

後期高齢者医療特別会計

公営企業会計名
収　　入

平成２６年度　会計別予算額

一　　　般　　　会　　　計

歳　    入　・　歳　    出

介 護 保 険 特 別 会 計

地 域 開 発 事 業 特 別 会 計

簡 易 水 道 特 別 会 計

会　　計　　名

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

水道事業会計

町債残高一覧
区　　　分 ２５年度末現在高 ２６年度末見込額

一　　般　　会　　計 105億6616万円105億  145万円

国保特別会計（施設勘定） 1533万円 1178万円

地域開発事業特別会計 2億3105万円 1億7935万円

下水道事業特別会計 32億2014万円 31億1747万円

合　　　　計 152億  166万円149億  325万円

簡易水道特別会計 1億8444万円 1億7772万円

水 道 事 業 会 計 9億8452万円 9億1546万円



平
成
26
年
度
当
初
の
特
別
会
計
予
算
、
企
業
会
計
予
算

地
域
開
発
事
業

37
・
０
％
の
減

　

歳
入
歳
出
の
総
額
は
、

前
年
度
に
比
べ
て
37
・
０

㌫
（
４
７
８
１
万
円
）
の

減
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、

使
用
料
４
３
５
万
円
、
一

般
会
計
な
ど
か
ら
の
繰
入

金
６
６
０
４
万
円
、
諸
収

入
５
５
８
万
円
で
す
。

　

歳
出
は
、
宅
地
造
成
事

業
費
、
情
報
通
信
事
業
費
、

発
電
事
業
費
を
合
わ
せ
て

２
６
２
８
万
円
、
公
債
費

（
借
金
返
済
）
５
５
０
９

万
円
で
す
。

下
水
道
事
業

10
・
６
％
の
減

　

歳
入
歳
出
の
総
額
は
、

前
年
度
に
比
べ
て
10
・
６

㌫
（
６
２
４
４
万
円
）
の

減
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、

使
用
料
１
億
８
８
９
５
万

円
、
一
般
会
計
な
ど
か
ら

の
繰
入
金
１
億
９
１
１
１

万
円
、
町
債
（
借
金
）
５

４
４
０
万
円
で
す
。

　

歳
出
は
、
建
設
事
業
費

１
億
１
６
６
３
万
円
、
施

設
管
理
費
１
億
６
１
１
８

万
円
、
公
債
費
（
借
金
返

済
）
２
億
１
８
０
０
万
円

が
主
な
も
の
で
す
。

簡
易
水
道

13
・
９
％
の
増

　

歳
入
歳
出
の
総
額
は
、

前
年
度
に
比
べ
て
13
・
９

㌫
（
８
５
０
万
円
）
の
増

で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、

使
用
料
３
５
７
０
万
円
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

９
３
５
万
円
、
町
債
（
借

金
）
４
０
０
万
円
で
す
。

　

歳
出
は
、
維
持
管
理
費

５
５
２
８
万
円
、
公
債
費

（
借
金
返
済
）
１
４
５
１

万
円
で
す
。　

水
道
事
業

収
益
的
収
支
10
・
４
％
の
増

　

給
水
戸
数
４
４
９
５
戸
、

年
間
配
水
量
１
４
９
万
立

方
㍍
の
見
込
み
で
す
。

　

水
道
事
業
収
益
、
費
用

と
も
に
前
年
度
に
比
べ
て

10
・
４
㌫
（
２
０
８
１
万

円
）
の
増
で
す
。

　

ま
た
、
建
設
的
投
資
費

用
と
し
て
、
送
配
水
設
備

工
事
費
に
５
５
９
１
万
円
、

企
業
債
償
還
金
（
借
金
返

済
）
に
６
９
０
５
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

事
業
勘
定
３
・
７
％
の
増

施
設
勘
定
０
・
３
％
の
減

　

事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出

の
総
額
は
、
前
年
度
に
比

べ
て
３
・
７
㌫
（
７
９
３

４
万
円
）
の
増
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、

保
険
税
４
億
３
６
７
０
万

円
、
国
や
県
な
ど
の
交
付

金
の
ほ
か
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
８
５
２
２
万

円
で
す
。

　

歳
出
は
、
保
険
給
付
費

14
億
７
５
１
６
万
円
が
主

な
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
施
設
勘
定
（
国

保
診
療
所
）
の
歳
入
歳
出

の
総
額
は
、
前
年
度
に
比

べ
て
０
・
３
㌫
（
26
万
円
）

の
減
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療

１
・
０
％
の
増

　

歳
入
歳
出
の
総
額
は
、

前
年
度
に
比
べ
て
１
・
０

㌫
（
２
０
１
万
円
）
の
増

で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、

保
険
料
１
億
２
６
５
５
万

円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
６
６
５
８
万
円
で
す
。

　

歳
出
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
納
付
金
１

億
９
０
４
９
万
円
が
主
な

も
の
で
す
。

介
護
保
険

２
・
０
％
の
増

　

歳
入
歳
出
の
総
額
は
、

前
年
度
に
比
べ
て
２
・
０

㌫
（
２
８
３
４
万
円
）
の

増
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、

保
険
料
２
億
１
９
４
５
万

円
、
国
や
県
な
ど
の
支
出

金
の
ほ
か
、
一
般
会
計
な

ど
か
ら
の
繰
入
金
２
億
４

７
１
９
万
円
で
す
。

　

歳
出
は
、
保
険
給
付
費

14
億
４
９
４
５
万
円
が
主

な
も
の
で
す
。

▼下水道事業特別会計に管理費が組まれている箱島・岡崎汚水処理施設

平
成
26
年
度
当
初
の
特
別
会
計
予
算
、
企
業
会
計
予
算



　

第
６
号
と
な
る
一
般
会

計
補
正
予
算
で
は
、
２
月

の
記
録
的
な
豪
雪
に
伴
う

除
雪
費
な
ど
と
し
て
、
歳

入
歳
出
を
５
６
１
０
万
円

追
加
。
第
７
号
と
な
る
補

正
予
算
で
は
、
歳
入
歳
出

を
１
８
９
８
万
５
千
円
追

加
。
さ
ら
に
、
第
８
号
と

な
る
補
正
予
算
で
は
、
豪

雪
に
よ
る
被
害
へ
の
支
援

経
費
な
ど
と
し
て
、
歳
入

歳
出
を
６
７
１
１
万
円
追

加
し
、
総
額
87
億
６
２
１

５
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
項
目
は
、

総
務
管
理
費
、
災
害
救
助

費
、
商
工
費
、
住
宅
費
な

ど
で
増
額
。
社
会
福
祉
費
、

保
健
衛
生
費
な
ど
で
減
額
。

財
源
（
歳
入
）
と
し
て
、

町
民
税
、
地
方
交
付
税
、

寄
附
金
、
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
な
ど
を
充
て
て
い

ま
す
。

　

一
般
会
計
の
20
事
業
は
、

25
年
度
中
に
終
了
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
26
年
度
に

繰
り
越
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
統
合
中
学
校
施

設
整
備
事
業
は
、
昨
年
の

第
５
回
臨
時
会
に
お
い
て
、

26
年
度
に
繰
り
越
す
こ
と

が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
定
例
会
で
決
定
し
た

繰
越
事
業
は
次
の
と
お
り
。

補　正　額 予算総額

１億４２１９万円 ８７億６２１５万円

事業勘定 △２８２２万円 ２２億５５３８万円

施設勘定 △２６２万円 ９４４５万円

△５８７万円 １億８６１５万円

△２９４７万円 １４億２５０１万円

△５００万円 １億２４１９万円

△４０５２万円 ５億　　２５万円

△８７６万円 ７３２２万円

　車庫等雪害対策事業 　　　６００万円
　事業所等雪害対策事業 　　　５００万円
　被災住宅復旧支援事業 　　４５００万円
　農業災害対策事業（追加） 　　１０００万円
　道路維持費（追加） 　　４２００万円
　庁舎建設基金積立金（追加） 　　　　　２億円
　財政調整基金積立金（追加） １億５５００万円
　福祉医療事業（減額） 　△２７６１万円
　国民健康保険特別会計繰出金（減額） 　△５５７３万円
　道路改良費（減額） 　△４９９０万円

平成２５年度　補正予算一覧

会　計　名

一　　般　　会　　計

後期高齢者医療特別会計

一般会計補正予算（主なもの）

介 護 保 険 特 別 会 計

地域開発事業特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

国民健康保険
特別会計

簡 易 水 道 特 別 会 計



　

天
狗
の
湯
源
泉
ポ
ン
プ

交
換
事
業
＝
４
２
０
万
円

　

吾
妻
渓
谷
自
然
公
園
整

備
事
業
＝
１
５
５
３
万
円

　

農
業
災
害
対
策
事
業
＝

１
０
０
０
万
円

　

地
域
自
主
戦
略
交
付
金

事
業
＝
４
８
８
３
万
円

　

県
単
小
規
模
土
地
改
良

事
業
＝
９
７
１
万
円

　

町
道
馬
場
・
手
子
丸
線

道
路
改
良
事
業
＝
６
９
０

万
円

　

町
道
田
谷
・
貫
井
線
道

路
改
良
事
業
＝
１
０
０
０

万
円

　

町
道
鳩
ノ
湯
線
道
路
改

良
事
業
＝
５
６
０
万
円

　

町
道
矢
倉
・
沢
尻
線
道

路
改
良
事
業
＝
４
５
０
万

円
　

下
宿
地
内
法
定
外
公
共

物
測
量
用
地
調
査
業
務
＝

３
５
０
万
円

　

町
道
松
谷
・
六
合
村
線

道
路
改
良
事
業
＝
４
４
８

万
円

　

町
道
田
谷
・
貫
井
線
県

小
規
模
農
村
整
備
事
業
＝

６
４
０
万
円

　

街
路
事
業
用
地
買
収
業

務
＝
４
０
０
１
万
円

　

農
業
用
施
設
災
害
復
旧

事
業
＝
３
５
５
万
円

　

林
道
ユ
ー
シ
ン
線
災
害

復
旧
事
業
＝
８
０
２
万
円

　

町
道
１
２
４
５
号
線
災

害
復
旧
事
業
＝
３
０
０
万

円
　

廻
り
目
境
界
復
元
業
務

＝
２
０
０
万
円

　

車
庫
等
雪
害
対
策
事
業

＝
６
０
０
万
円

　

事
業
所
等
雪
害
対
策
事

業
＝
５
０
０
万
円

　

被
災
住
宅
復
旧
支
援
事

業
＝
４
５
０
０
万
円

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設

置
条
例
（
平
成
26
年
８
月

１
日
施
行
）
を
可
決
し
ま

し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
場
所
は

矢
倉
の
旧
岩
島
第
一
小
学

校
敷
地
内
で
、
名
称
は
東

吾
妻
町
立
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
使
用
さ

れ
て
き
た
４
つ
の
学
校
給

食
共
同
調
理
場
は
廃
止
と

な
り
ま
す
。

【
質
疑
】

条
例
案
の
提
案
時
期
は

議
員　

現
在
、
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
関
連
の
公
金
支

出
で
訴
訟
が
起
き
、
行
政

執
行
の
違
法
性
が
問
わ
れ

て
い
る
。

　

法
に
抵
触
し
て
い
る
こ

と
が
確
定
し
た
場
合
に
、

そ
の
行
為
が
無
効
と
な
る

規
定
が
あ
る
が
間
違
い
な

い
か
。

総
務
課
長　

そ
の
よ
う
に

理
解
し
て
い
る
。

議
員　

訴
訟
の
結
果
に
よ
っ

て
は
、
無
効
に
な
る
こ
も

否
定
で
き
な
い
状
況
で
あ

る
の
に
、
条
例
を
提
案
し

て
い
る
が
。

教
育
長　

司
法
の
判
断
は

別
と
し
て
、
８
月
の
施
行

を
目
指
す
こ
と
か
ら
提
案

し
た
。

議
員　

司
法
の
判
断
が
出

て
い
な
い
状
況
も
考
慮
し

て
、
６
月
定
例
会
で
提
案

す
る
こ
と
は
考
え
な
か
っ

た
の
か
。

副
町
長　

給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
に
め
ど
が
立
っ
た
の

で
、
条
例
を
提
案
し
た
。

議
員　

仮
に
条
例
が
可
決

さ
れ
、
訴
訟
で
違
法
性
が

確
定
し
た
場
合
、
こ
の
条

例
の
扱
い
は
、
ど
う
な
る

の
か
。

総
務
課
長　

わ
か
ら
な
い
。

現
在
は
係
争
中
で
あ
り
、

勝
訴
の
方
向
で
考
え
て
い

き
た
い
。

議
員　

訴
訟
で
違
法
性
が

▲建設中の学校給食センター

　施設が完成すると、幼稚園、小・中学校の給食が賄われます

▼林道ユーシン線の災害復旧現場　



認
定
路
線
と
な
っ
た
松
谷
地
内
の
町
道

▲

確
定
す
る
と
、
行
政
執
行

が
無
効
と
な
る
規
定
が
あ

る
が
、
給
食
セ
ン
タ
ー
自

体
は
、
ど
う
な
る
の
か
。

総
務
課
長　

検
討
し
て
い

な
い
。

給
食
の
配
送
計
画
は

議
員　

８
月
施
行
す
る
の

に
、
現
時
点
で
給
食
法
の

基
準
を
守
れ
る
、
確
実
な

給
食
の
配
送
計
画
（
５
中

学
校
が
あ
る
時
点
で
の
計

画
を
含
む
）
が
示
さ
れ
て

い
な
い
が
。

教
育
課
長　

８
月
ま
で
に

は
示
し
た
い
。

議
員　

条
例
案
を
判
断
す

る
前
提
の
資
料
（
配
送
計

画
）
提
供
が
な
く
、
無
責

任
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

町
長　

細
部
に
わ
た
る
配

送
計
画
は
、
今
後
対
応
し

て
い
く
。
理
解
願
い
た
い
。

水
道
料
金
、
下
水

道
使
用
料
な
ど
の

消
費
税
率
を
改
定

　

水
道
料
金
、
簡
易
水
道

料
金
、
公
共
下
水
道
使
用

料
、
農
業
集
落
排
水
使
用

料
、
合
併
処
理
浄
化
槽
使

用
料
な
ど
に
か
か
る
消
費

税
を
８
㌫
に
し
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
診
療
所

条
例
の
一
部
改
正

　

医
薬
品
の
容
器
代
な
ど

に
か
か
る
消
費
税
を
８
㌫

に
し
ま
す
。

■
老
人
ホ
ー
ム
入
所
判
定

委
員
会
条
例
、
介
護
保
険

事
業
運
営
協
議
会
条
例

　

老
人
ホ
ー
ム
入
所
判
定

委
員
会
、
介
護
保
険
事
業

運
営
協
議
会
と
も
に
、
町

の
要
綱
に
よ
り
規
定
さ
れ

て
い
た
も
の
を
条
例
化
す

る
も
の
で
す
。

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

い
わ
び
つ
荘
運
営
事
業
特

別
会
計
条
例
の
廃
止

　

い
わ
び
つ
荘
の
運
営
が
、

平
成
26
年
度
か
ら
指
定
管

理
者
へ
移
行
す
る
こ
と
に

伴
い
、
特
別
会
計
を
廃
止

し
ま
す
。

■
小
口
資
金
融
資
促
進
条

例
の
一
部
改
正

　

小
口
資
金
融
資
の
借
換

可
能
な
期
間
（
平
成
15
年

７
月
１
日
か
ら
26
年
３
月

31
日
）
を
１
年
延
長
し
、

27
年
３
月
31
日
ま
で
と
改

正
し
ま
し
た
。

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
18
年
の
給
料
構
造

改
革
に
よ
り
導
入
さ
れ
て

い
た
現
給
保
障
制
度
（
経

過
措
置
）
を
廃
止
し
ま
す
。

■
公
益
的
法
人
等
へ
の
職

員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

■
簡
易
郵
便
局
郵
便
切
手

等
購
入
基
金
条
例
の
一
部

改
正

■
地
域
開
発
事
業
特
別
会

計
条
例
の
一
部
改
正

■
保
育
所
（
園
）
条
例
の

一
部
改
正

■
社
会
教
育
委
員
条
例
の

一
部
改
正

■
青
少
年
問
題
協
議
会
設

置
条
例
の
一
部
改
正

町
道
路
線
を
廃
止
、

認
定

　

八
ッ
場
ダ
ム
関
連
事
業

の
土
地
改
良
事
業
、
国
や

県
の
事
業
に
伴
う
町
道
路

線
の
変
更
な
ど
で
す
。

【
廃
止
路
線
】

　

三
島
地
内
３
件

　

松
谷
～
三
島
地
内
１
件

【
認
定
路
線
】

　

三
島
地
内
13
件

　

松
谷
地
内
４
件

　

川
戸
地
内
１
件

ス
ポ
ー
ツ
の
町
を

宣
言

　

明
る
く
健
康
的
で
人
間

性
豊
か
な
社
会
は
み
ん
な

の
願
い
で
す
。
わ
た
く
し

た
ち
東
吾
妻
町
民
は
、
暮

ら
し
の
中
の
楽
し
み
と
し

て
一
人
ひ
と
り
が
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
健
康
な
心
と
体

を
つ
く
り
、
活
力
あ
る
ま

ち
を
築
く
た
め
、
こ
こ
に

「
ス
ポ
ー
ツ
の
町
」
の
宣

言
を
し
ま
す
。

一　

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

　

健
全
な
心
と
体
を
つ
く

　

り
ま
し
ょ
う
。

一　

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

　

運
動
の
喜
び
を
分
か
ち

　

合
っ
て
人
と
人
の
絆
を

　

深
め
ま
し
ょ
う
。

一　

す
べ
て
の
町
民
が
暮

　

ら
し
に
ス
ポ
ー
ツ
を
取

　

り
入
れ
、
元
気
あ
ふ
れ

　

る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す

　

め
ま
し
ょ
う
。

海
の
家
を
廃
止
に

　

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
（
吾
妻
郡
の
６

町
村
で
組
織
）
で
運
営
し

て
き
た
海
の
家
を
廃
止
し

ま
す
。

　

廃
止
後
の
海
の
家
は
、

施
設
が
所
在
す
る
新
潟
県

長
岡
市
に
無
償
譲
渡
（
平

成
26
年
４
月
１
日
）
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
同
組
合
の
施
設

の
廃
止
や
財
産
の
処
分
に

は
、
関
係
す
る
６
町
村
の

議
会
の
議
決
が
手
続
き
と

し
て
必
要
で
す
。



 

請
願
・
陳
情
の

　
　
　  

し
か
た

◎
請
願
・
陳
情
と
は

　

町
政
に
対
す
る
皆
さ
ん

の
意
見
や
要
望
を
請
願
・

陳
情
と
し
て
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

町
議
会
議
員
の
紹
介
が

あ
る
も
の
を
請
願
、
な
い

も
の
を
陳
情
と
い
い
ま
す
。

◎
請
願
・
陳
情
の
書
き
方

と
提
出
方
法

 

・
受
付
締
切
日
…
定
例
会

前
に
開
か
れ
る
議
会
運
営

委
員
会
の
前
日
（
休
日
の

場
合
は
そ
の
前
日
の
午
後

５
時
15
分
ま
で
）

 

・
提
出
先
…
議
会
事
務
局

 

・
必
要
記
載
事
項

　

請
願
（
陳
情
）
の
表
題

　

請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
、

理
由

　

提
出
年
月
日

　

請
願
（
陳
情
）
者
の
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

印
　

請
願
の
場
合
は
、
紹
介

議
員
の
署
名
（
ま
た
は
記

名
押
印
）

　

あ
て
先
（
東
吾
妻
町
議

会
議
長
）

　今定例会では、請願１件、陳情２件を審査しまし

た。

　審査の結果が本会議で報告され、次のように決ま

りました。（敬称略）

採択となりました

（総務建設常任委員会で審査）

◎陳情書　町道新井・横谷・松谷線（厚田～三島間）

の拡幅改良工事

　提出者　厚田区長会長・新井区長　片貝一英ほか

１４名

趣旨採択となりました

（総務建設常任委員会で審査）

◎「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかなる

制定を求める意見書に関する陳情書

　提出者　日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）

連合会　北関東事業本部エリアマネジャー　村上義

典

継続審査となりました

（総務建設常任委員会で審査）

◎請願書　公衆用道路の拡幅改良及び新設について

　提出者　大戸上宿区長　恩田紀夫

　紹介議員　佐藤聡一

　地方自治の振興発展に貢献した

功労者として、２名が表彰（平成

２６年２月２０日付）され、議会

初日に議長から伝達が行われまし

た。

　受賞者各位の今後のますますの

ご活躍を期待します。

○群馬県町村議会議長会表彰＝町

議会議長在職４年＝菅谷光重議員

○群馬県町村議会議長会表彰＝町

議会議員在職10年＝浦野政衛議員

表　彰

　東吾妻町議会議員補欠選挙

で、当選（就任）した議員を紹

介します。

　任期は、平成２６年４月２０

日から２７

年５月１２

日までとな

ります。

議員紹介
菅
谷
議
員

菅
谷
議
員

浦
野
議
員

▲町道新井・横谷・松谷線の根古屋橋付近

重野能之議員
しげの よしゆき



答　
利
便
性
向
上
と

　

  

安
全
安
心
を
守
る
こ
と
、
福
祉
医
療
な
ど

答　
今
回
の
大
雪
の
体
験
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る

須崎幸一議員

根津光儀議員

一般質問一般質問
町政を問う

過
疎
計
画
の
効
果
的
な
事
業
は
何
か

除
雪
協
力
体
制
構
築
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
条
例
や
要
綱
を
定
め
る
べ
き

　
　

今
回
の
雪
害
で
は
被

害
を
受
け
た
。
１
２
０
年

に
一
度
の
大
雪
災
害
に
対

し
、
町
民
の
協
力
も
あ
っ

て
除
雪
が
さ
れ
た
。

　

通
常
の
除
雪
体
制
は
、

ど
の
よ
う
に
組
ま
れ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
要
綱
は

定
め
て
あ
る
の
か
。

　
　

積
雪
10
㌢
以
上
の
場

合
、
町
所
有
の
グ
レ
ー
ダ
ー

と
４
㌧
ダ
ン
プ
、
２
㌧
ダ

ン
プ
を
一
台
ず
つ
出
動
さ

せ
て
い
る
ほ
か
、
地
区
別

に
７
社
の
建
設
業
者
に
作

業
委
託
し
て
い
る
。

　

例
年
、
積
雪
30
㌢
程
度

を
想
定
し
て
い
た
。
こ
の

こ
と
を
定
め
た
要
綱
な
ど

の
文
書
は
な
い
。

　
　

今
回
の
よ
う
な
大
雪

に
備
え
て
、
効
率
よ
く
作

業
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
も
文
書
化
し
て
お

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

平
成
26
年
度
の
予
算

に
盛
り
込
ん
で
あ
る
、
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
の

中
で
行
い
た
い
。

　
　

今
回
の
大
雪
の
際
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
対
応

し
、
命
令
を
出
し
て
い
た

の
か
。

　
　

天
気
予
報
で
情
報
は

得
て
い
た
。
２
月
15
日
早

朝
、
停
電
と
大
雪
に
つ
い

て
認
識
し
た
。
７
時
に
災

害
警
戒
本
部
を
設
置
し
た
。

役
場
に
出
向
い
た
の
は
16

日
の
午
後
で
あ
っ
た
。

　
　

防
災
無
線
の
効
果
は

高
か
っ
た
が
、
お
知
ら
せ

や
除
雪
協
力
に
終
始
し
て

い
て
、
火
災
や
二
次
災
害

の
防
止
に
つ
い
て
放
送
さ

れ
な
か
っ
た
が
。

　
　

除
雪
作
業
を
急
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
、

緊
急
車
両
の
通
路
の
確
保

だ
っ
た
。

　

防
災
無
線
を
通
じ
て
火

災
防
止
な
ど
に
つ
い
て
広

報
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
今

後
の
教
訓
に
し
た
い
。

　
　

今
回
は
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
が
活
躍
し
た
。
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
倒
壊
な
ど
被
害

を
多
く
受
け
た
の
も
農
家

だ
。
報
い
る
た
め
に
も
農

業
復
興
に
力
を
入
れ
て
ほ

し
い
。

　
　

除
雪
に
協
力
を
い
た

だ
い
た
こ
と
に
心
か
ら
感

謝
し
て
い
る
。
国
や
県
の

方
針
を
受
け
、
町
と
し
て

農
家
の
負
担
が
軽
く
な
る

よ
う
支
援
を
し
て
い
く
。

　
　

通
常
の
除
雪
の
際
も

自
賠
責
加
入
な
ど
、
関
係

法
令
に
沿
っ
た
形
で
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
の
協
力
を
お

願
い
し
て
い
く
に
は
、
条

例
や
要
綱
を
定
め
て
費
用

弁
償
な
ど
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　

今
回
の
経
験
を
踏
ま

え
て
検
討
す
る
。

　
　

過
疎
計
画
事
業
の
位

置
づ
け
を
、
ど
う
捉
え
て

い
る
か
。

　
　

過
疎
計
画
は
、
平
成

22
年
４
月
よ
り
町
内
全
域

が
過
疎
地
域
の
区
域
に
な

り
、
27
年
度
ま
で
を
計
画

期
間
と
し
て
22
年
９
月
に

制
定
し
た
。

　

国
か
ら
の
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
対
策
を
実
施
す

る
た
め
に
、
必
要
な
特
別

措
置
が
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
　

各
施
策
に
お
け
る
計

画
事
業
の
実
施
結
果
と
成



答　
再
通
知
な
ど
を
き
め
細
か
く
実
施
し
て
い
く

対
象
者
へ
個
別
に

配
布
さ
れ
る
ク
ー

ポ
ン
券

過
疎
債
を
活
用
し
て
配
備

し
た
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

▲

▲

女
性
特
有
の
ガ
ン
検
診
の
受
診
率
向
上
を

果
、
課
題
は
何
か
。

　
　

各
事
業
年
度
に
県
へ

事
業
実
績
と
し
て
提
出
し

て
い
る
資
料
が
あ
る
の
で
、

そ
の
内
容
を
今
後
報
告
し

た
い
。

　
　

過
疎
債
を
発
行
す
る

場
合
の
基
本
的
考
え
方
は

何
か
。

　
　

過
疎
債
は
、
元
利
償

還
金
（
借
金
返
済
）
の
70

㌫
が
普
通
交
付
税
の
基
準

財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ

る
財
政
措
置
の
優
位
な
起

債
（
借
金
）
で
あ
り
、
償

還
期
間
は
12
年
間
と
短
い

た
め
、
多
額
の
発
行
と
な

る
と
、
公
債
費
（
返
済
額
）

が
増
大
し
て
し
ま
う
。

　

予
算
編
成
の
段
階
か
ら

十
分
に
精
査
し
、
事
業
の

重
要
性
、
必
要
性
を
加
味

し
た
上
で
、
過
疎
債
発
行

を
行
っ
て
い
る
。

　
　

過
疎
計
画
策
定
後
４

年
間
で
、
特
に
町
民
生
活

に
と
っ
て
効
果
的
な
実
施

事
業
は
何
か
。

　
　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
町

民
の
利
便
性
向
上
と
安
全

安
心
を
守
る
た
め
、
道
路

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
配

備
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
社

会
保
障
施
策
と
し
て
福
祉

医
療
事
業
な
ど
、
総
合
的

に
自
立
促
進
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

　
　

今
後
２
年
間
で
、
新

規
に
過
疎
計
画
事
業
を
行

う
予
定
は
あ
る
か
。

　
　

過
疎
地
域
自
立
促
進

の
た
め
の
財
政
上
の
特
別

措
置
に
つ
い
て
、
十
分
に

配
慮
し
、
新
規
に
加
え
る

事
業
に
つ
い
て
精
査
を
行

い
、
計
画
変
更
の
協
議
を

し
て
い
き
た
い
。

　
　

計
画
終
了
時
、
そ
の

成
果
を
ま
と
め
、
事
業
報

告
書
と
し
て
作
成
し
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

十
分
に
検
証
し
、
町

民
の
み
な
さ
ん
は
も
と
よ

り
、
議
会
に
対
し
て
も
情

報
を
示
し
た
い
。

　
　

女
性
の
ガ
ン
検
診
向

上
の
た
め
に
、
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
配
布
し
て
い
る

が
、
現
在
の
状
況
は
。

　
　

平
成
25
年
度
の
受
診

率
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診

25
㌫
、
乳
が
ん
検
診
29
㌫

と
な
っ
て
い
る
。

　
　

郡
内
で
は
高
い
受
診

率
と
い
え
る
そ
う
だ
が
、

青柳はるみ議員

さ
ら
な
る
向
上
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　

再
通
知
に
電
話
連
絡
な

ど
を
取
り
入
れ
、
多
く
の

人
に
受
診
し
て
い
た
だ
く

努
力
を
す
べ
き
だ
。

　
　

再
通
知
な
ど
の
結
果
、

プ
ラ
ス
35
人
の
効
果
が
出

て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た

努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く
。

　

土
日
検
診
の
充
実
や
、

県
内
ど
こ
で
も
受
診
で
き

る
制
度
の
確
立
に
向
け
、

関
係
機
関
と
調
整
し
て
い

き
た
い
。

『
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
の
体
制
を
』

　
　

高
齢
化
の
中
、
病
気

を
診
る
か
ら
、
暮
ら
し
を

見
る
実
践
が
必
要
に
な
る
。

地
域
住
民
も
そ
の
担
い
手

と
し
て
、
積
極
的
な
参
加

が
期
待
さ
れ
る
。

　

住
民
や
各
専
門
家
と
シ

ス
テ
ム
の
構
築
へ
向
け
た

準
備
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　

在
宅
で
の
介
護
費
用

は
、
施
設
入
所
の
３
分
の

１
弱
。
介
護
を
予
防
し
、

在
宅
で
介
護
で
き
る
仕
組

み
の
整
備
は
切
実
な
課
題

だ
。
少
し
の
支
え
で
、
地

域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
は
多
い
と
思

う
。

　

日
常
生
活
圏
ニ
ー
ズ
調

査
を
し
、
体
制
づ
く
り
の

実
現
に
取
り
組
む
。
地
域

再
生
準
大
賞
を
受
賞
し
た

大
戸
診
療
所
に
、
大
い
に

学
ん
で
い
き
た
い
。
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道
の
駅
で
の
視
察
研
修

▲

写真募集のお知らせ

１
月
23
日

　

町
長
、
産
業
課
長
、
建

設
課
長
、
同
課
職
員
、
議

会
事
務
局
長
が
同
行
し
、

山
梨
県
富
士
吉
田
市
内
で

循
環
資
源
の
利
活
用
、
道

の
駅
事
業
運
営
な
ど
を
目

的
に
、
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

最
初
に
「
㈱
富
士
リ
バ

ー
ス
」
を
訪
問
し
、
木
質

有
機
肥
料
や
燃
料
チ
ッ
プ

の
生
産
販
売
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
情

勢
が
不
安
定
化
し
て
い
く

中
、
伐
採
材
や
剪
定
枝
な

ど
を
積
極
的
に
資
源
と
し

て
活
用
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

ま
た
、
燃
料
チ
ッ
プ
は

当
町
に
あ
る
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
事
業
者
に
も
供
給
し

て
お
り
、
畜
産
業
と
の
連

携
や
企
業
誘
致
の
可
能
性

に
も
話
題
が
及
び
ま
し
た
。

　

次
に
「
道
の
駅
富

士
吉
田
」
に
て
、
駅

長
よ
り
施
設
の
概
要
、

運
営
形
態
な
ど
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

道
の
駅
周
辺
を
地

域
活
性
化
エ
リ
ア
と

位
置
づ
け
、
計
画
的

に
整
備
を
行
い
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
キ
ッ
ズ

ラ
ン
ド
、
富
士
山
レ
ー

ダ
ー
ド
ー
ム
館
、
ド
ッ

グ
ラ
ン
な
ど
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
客
様
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
と
と
も
に
、
繰
り
返

し
立
ち
寄
る
（
リ
フ
レ
イ

ン
）
施
設
で
あ
る
こ
と
を

目
指
し
、
全
ス
タ
ッ
フ
が

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

運
営
形
態
は
、
一
般
財

団
法
人
「
ふ
じ
よ
し
だ
観

光
振
興
サ
ー
ビ
ス
」
に
よ

る
指
定
管
理
で
、
施
設
の

管
理
、
観
光
客
誘
致
や
観

光
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
２
施
設
は
、
今

後
の
当
町
に
と
っ
て
参
考

と
な
る
も
の
が
多
く
充
実

し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

い
わ
び
つ
荘
の
介
護
用
ベ

ッ
ド
類
を
更
新
。
電
動
ベ

ッ
ド
40
台
や
マ
ッ
ト
レ
ス

な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

契
約
の
内
容
は
次
の
と

お
り
。

　

契
約
金
額
＝
１
１
５
５

万
円

　

契
約
相
手
＝
株
式
会
社

タ
カ
サ
キ
医
療
器
（
高
崎

市
）　

 

代
表
取
締
役　

板

谷
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則
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第１回臨時会　平成２６年１月３０日

　　　　　写真募集のお知らせ

　議会だよりに掲載する写真（コメントを含む）を募

集しています。

　町の風景や行事などを広く募集します。

　議会だよりへの掲載時期は、編集作業の都合上、議　

会広報対策特別委員会に一任とさせていただきます。

　人物が特定される写真については、応募者が事前に

掲載の了解を得ていただきますようお願いします。
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物品購入契約の締結（特別養護老人ホームいわびつ荘ベッドほか） 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1/30

可･･･可決、否･･･否決、○･･･賛成、×･･･反対、欠･･･欠席、退･･･退席
議長は採決に加わりませんので「‐」で表示しています。（議長　1番）
※・・・地方自治法第117条により、本人除斥。

議　　案　　な　　ど　　の　　審　　議　結　　果

議
　
決
　
日

第１回　　臨時会 　　平成２６年１月３０日

　　議案名等　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名簿
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専決処分の承認（平成25年度一般会計補正予算　第6号） 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/5

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部改正 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

公益法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

簡易郵便局郵便切手等購入基金条例の一部改正 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

地域開発事業特別会計条例の一部改正 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

老人ホーム入所判定委員会条例 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

介護保険事業運営協議会条例 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

特別養護老人ホームいわびつ荘運営事業特別会計条例の廃止 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

保育所（園）条例の一部改正 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

小口資金融資促進条例の一部改正 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

水道事業給水条例の一部改正 13 ‐ 11 1 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

簡易水道事業給水条例の一部改正 13 ‐ 11 1 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

公共下水道使用料条例の一部改正 13 ‐ 11 1 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

農業集落排水使用料条例の一部改正 13 ‐ 11 1 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

浄化槽市町村整備推進事業に関する条例の一部改正 13 ‐ 11 1 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

学校給食センター設置条例 13 ‐ 7 5 可 ‐ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ × × ○ 3/17

社会教育委員条例の一部改正 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

青少年問題協議会設置条例の一部改正 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

国民健康保険診療所条例の一部改正 13 ‐ 11 1 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成26年度一般会計予算 13 ‐ 8 4 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ 3/17

平成26年度国民健康保険特別会計予算 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成26年度後期高齢者医療特別会計予算 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成26年度介護保険特別会計予算 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成26年度地域開発事業特別会計予算 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成26年度下水道事業特別会計予算 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成26年度簡易水道特別会計予算 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成26年度水道事業会計予算 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成25年度一般会計補正予算　第7号 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成25年度一般会計補正予算　第8号 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/18

平成25年度国民健康保険特別会計補正予算　第4号 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成25年度後期高齢者医療特別会計補正予算　第1号 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成25年度介護保険特別会計補正予算　第2号 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成25年度地域開発事業特別会計補正予算　第1号 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成25年度下水道事業特別会計補正予算　第4号 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

平成25年度簡易水道特別会計補正予算　第4号 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/17

町道路線の廃止 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/5

町道路線の認定 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/5

「スポーツの町」宣言 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/18

吾妻広域町村圏振興整備組合規約の変更に関する協議 13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/18

吾妻広域町村圏振興整備組合の規約変更に伴う財産処分に
関する協議

13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/18

「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかなる制定を求める
意見書に         関する陳情書（趣旨採択）

13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/18

陳情書　町道新井横谷松谷線（厚田～三島間）の拡幅改良工
事（採択）

13 ‐ 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/18

可･･･可決、否･･･否決、○･･･賛成、×･･･反対、欠･･･欠席、退･･･退席
議長は採決に加わりませんので「‐」で表示しています。（議長　1番）
※・・・地方自治法第117条により、本人除斥。
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議
　
決
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平成２３年３月１１日の東日本大震災、福島

第一原子力発電所の原発事故の映像ニュースは

全国の人々を震撼させました。

３月１６日、朝、福島県南相馬市からの避難

者受け入れの要請を受けた東吾妻町は、即、避

難者受け入れ計画を作成し、その日の午後には

車両６台、人員１２人を送り、避難者を迎えに

行き、町内の各施設に受け入れました。

３月１７日には、この大震災の被災者への救

援物資の受付が始まり、各会場へ次々と多くの

食料品などが運び込まれてきました。近隣町村

の被災者への支援の心情の暖かさが会場にあふ

れ出ているのを見て、人間の生命の奥底に流れ

ている人間愛の美しさと力強さを感じました。

３月１８日、上毛新聞に『福島から避難者３

１０人』、東吾妻町のホテル「コニファーいわ

びつ」に午前８時５５分ごろ第１陣の２１１人

がバス５台に分乗して到着と報じられました。

これらのニュースを知ったとき、わが町の被

災者への支援に取り組む姿勢は、全国に先駆け

て、迅速で真心のこもった対応でした。町政に

無関心な私でありますが、この人間に寄り添っ

た温情のある行政を身近に感じられ、有り難く

思いました。

近年、地方財政は急速に悪化が進んでいます。

これに加え、少子高齢化社会への急速な進行は、

介護問題を抱え、さらに財政をひっ迫させる要

因となっています。財政困難の中での山積する

難問に直面する町政を取り巻く環境は、実に厳

しいものと言えます。

この厳しい環境の中で、財政の健全化を基本

ベースに、東日本大震災に対して示した町の対

応を原点として、人権尊重の精神を堅持し、ど

うか英知を結集して、町政の進路を正しく進め

ていただきたいと思います。

欧米諸国は、学校教育の授業の一環としてボ

ランティアが組み込まれ、社会生活に参加する

前段階として、子どもたちに育まれています。

日本においては、この文化は浅く、社会に浸透

していませんが、私たちはＮＰＯ、ボランティ

アなどの活動を広く推し進め、町の発展のため

に、若人に夢と希望の輝く町へ！微力ながら努

力しなければならないと思います。

14

15

26
次次回回のの定定例例会会はは６６月月６６日日開開会会予予定定

議会の会議は、特別な場合を除き公開され

ています。

傍聴の手続きは、役場３階の議会事務局で

受け付けています。

所定の用紙に住所、氏名、年齢の記入をお

願いします。

「若人に夢と希望の町へ」

荒荒 木木 哲哲 ささ んん
（（金金 井井））

まちの声

議会を傍聴してみませんか

、

、
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